
 

 

当事者は語る 
テーマ：引きこもり 

 

心なごむ会では、精神障がいに対する理解を深めるために「当事者」の方を招いて集会を開いて

います。今回は、「引きこもり」をテーマに、当時者の方からお話をお聞きし、学ばせていただ

くことにしました。ご参加をお待ちしています。 

 

 

 
 

 

 

2024 年 

11 月 17 日(日) 午後３時～５時 
場所：日本聖公会 大阪聖愛教会            

大阪市天王寺区大道３丁目３の２０（電話：０６－６７７１－４１２３）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                          JR大阪環状線 寺田町より徒歩6分 

大阪メトロ御堂筋線 天王寺より徒歩12分 

 

主催 大阪教区心なごむ会（旧「心病む友と共に」委員会） 

   問い合わせ先  世話人代表  井上隆晶（電話090－2015－2687） 

世話人    申 英子（電話090－3829－7855） 

当日のプログラム 
 

１ 主催者挨拶 

２ ３０代の青年のお話し 

３ ４０代の男性のお話し 

４ 質疑応答 

会費は無料 

《推薦のことば》 

近年、全国に約１１０万人おられる社会的引きこもりの人々や８０代の親が50代の引きこもる子どもの世話をし

ているという８０５０問題に関心が寄せられています。当事者の多様性に対して従来の就労を中心とする支援

は限界があり、『他人の期待や社会の価値観に振り回されることなく、心の奥底に降りて自らの生き方を探そ

う』との当事者の提言を受けて、引きこもる方々への理解を深めたいと思います。 
～西川京子（元新阿武山クリニック勤務、福井県立大学社会福祉学科准教授、精神保健福祉士、カトリック大阪梅田教会員）～ 


